
開催日：令和４年５月31日（火）

場所：生野区役所６階　大会議室

ご提言（要約） 区の考え方、対応（要約）

役を担っている方々が固定化されると中身が変わって
いかないので、いろんな方に関わっていただきながら、
しっかり防災防犯の取組みというのは実行していくべ
き。

各地域における自主防災組織と連携し、引き続き取り
組んでまいります。

コロナ禍の影響で防災訓練ができていないので、学校
の統廃合で、以前の防災マップにある学校を使用でき
ないのが一番の問題。

避難計画などが記載されている地区防災計画を、地
域・区で見直しをすすめており、今後、計画に合わせて
防災訓練を実施してまいります。

少なからず年に数回は、消防、区役所、行政の協力を
得て、防災訓練を実施していくべき。

各地域での防災訓練に合わせ、消防による実技指導
を行っていくほか、防災リーダーへの研修・訓練など、
様々な訓練を実施してまいります。

外国人の方が、災害で避難しきたときに避難所で多言
語化された説明などが必要。

外国人被災者への対応等について（公財）大阪国際
交流センターと連携し、多言語指さしボード等を避難
所で活用するほか、区で所有するipadを活用した翻
訳支援を行うこと等を想定しております。

防災マップが、４・５年前のものになり、当時は、外国籍
の方々、いわゆる言葉の通じない方々のことまで考えて
いなかったように思う。今後の課題だと思う。

防災マップの再作成の際にはピクトグラムの活用や多
言語化も含めて検討してまいります。

高齢者の方の世帯に、いろんな方が来られるので詐欺
グループだったり、電話に出てオレオレ詐欺の被害にあ
われる方も多いので、危ない。

啓発物品として「振り込め詐欺防止手形電話機用
POP」（電話機に取り付ける啓発物品）を作成してお
り、地域包括支援センターやケアマネジャー等に配布
し、あわせて電話機に取り付けて啓発を行っていただく
ようにしております。

自転車の乗り方や道の歩き方のマナーが悪いので危
ない。

地域や生野警察署と連携し、啓発に取り組んでまいり
ます。

独居老人の方をサポートしづらい体制だったり、耳が
遠くなってインターホンが聞こえなかったり、電話が鳴っ
ても気づかない世帯があるので、おうちの中でパトラン
プなどが光って、インターホンが鳴ってるよとか、電話が
鳴ってるよって言う仕組みが良い。

ご提案いただきました、音が聞きづらくなった高齢者の
方を対象にした仕組みについては、具体的な仕組みと
してはございませんが、
国の障害者福祉事業として、聴覚障がい2級の方を対
象とした「聴覚障害者用屋内信号装置」の給付事業
は行われています。
独居されている高齢者の方へのサポートは、地域福祉
の観点からも大切なことと認識しております。
いただいたご意見については関係局にお伝えさせてい
ただきます。

令和4年度生野区区政会議（第1回くらしの安全・安心部会）
　　主なご意見等（要約）と区の考え方、対応
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ご提言（要約） 区の考え方、対応（要約）

町会に未加入の方々がいたり、集合住宅ができて管
理会社のオーナーを通じてでないと何もできないとい
う世帯があり困っている。

町会への加入を促進するために、地域特性を踏まえた
対策が必要であると考えており、地域の取り組みなど
への周知方法、参加促進を踏まえたうえで地域とのつ
ながりの重要性を啓発してまいります。

高齢者の一人住まいの健康状態、生活状態の確認、
安否確認は、町会老人部の協力をもってこそ成せるの
ではないか。

区内には１９の地域社会福祉協議会があり、ふれあい
喫茶、食事サービス、ふれあいサロン活動等、高齢者
の方々の健康増進や生きがいづくり・仲間づくりの輪
を広げるための活動にご尽力をいただいているところ
です。引き続き各町会での見守り活動もお願いいたし
ます。

コロナ禍で100歳体操等の行事ができないので、ご
近所の老人の方々の健康状態が心配である

100歳体操等地域における高齢者が集う事業につき
ましては、感染対策をとったうえで順次再開が図られて
いるところです。今後も実施の工夫による事業継続、関
係機関との連携の上、閉じこもり予防、介護予防の場
の確保に努めてまいります。

外国人で漢字と平仮名が読めない人が増えている
中、回覧板を読むことが出来ない世帯が増えてきてい
る。何かできたらいいかなということもありますけど、町
会にゆだねられるとできる人がいないので負担にな
る。

　生野区では、増加する外国人住民の方にも伝わるよ
う多言語や「やさしい日本語」による情報発信に心が
けております。
　各まち協にお願いしております回覧板につきましても、
「やさしい日本語」などを活用し簡潔でわかりやすい
文書となるよう努めてまいります。

外国籍の労働者・学生の住民がかなり増えてきていま
す。東南アジア系の人の増加や住宅を購入される外国
人の方も少しずつ増えてきている。
朝鮮・韓国の方だけなく、他の文化圏の方も混じってき
ているので、コミュニケーションに困ったり、生活文化の
違いに私たちが馴染むこともできずに困っている。ま
た、この二年間、そういった方々と一緒に地域を交えて
参加してもらう行事などができていない。コミュニケー
ションがとれる取り組みを地域でもしたい。
他にも、巽東にある大阪わかば高校、いわゆる外国に
ルーツのある学生さんを受け入れる二部制の高校との
連携が必要。

　生野区には60か国に近い外国籍住民が暮らしてお
り、お互いの文化や生活を理解、尊重することで、誰も
が安心を身近に感じて暮らせるものと考えております。
　引き続き、多文化の共生できるよう交流の機会や情
報の発信を行ってまいります。
　また、区内の高等学校とも連携を進めており、様々な
形で「つながり」コミュニティの創出に努めてまいりま
す。



開催日：令和４年10月31日（月）

場所：生野区役所６階　604・605会議室

ご意見等（要約） 区の考え方、対応（要約）

生野中学の２階が避難所になっているが、。現在工事中で
避難場所が分からない。どこの教室に避難すればいいの
か早く決めてほしい。

10/30に防災訓練を実施した。当初区役所から備蓄倉庫
にどんなものが入っているか説明を受けたが、久しぶりで
忘れている。頻度を上げて実施する必要があると感じた。

先日の台風の時に、自主避難者に毛布はあるが、水は各
自持参となっていた。雑魚寝となるので、災害の時にどこ
まで準備してもらえるのか聞きたい。

コロナ禍の前では本市として自主避難を勧奨していました
が、コロナ禍で感染リスクがあることから、大きく方針変換を
し、現在は在宅避難や分散避難を推奨していることから、直
近の台風では、区役所のみを自主避難施設として開設し、
避難者には、毛布と水を配りました。
ただし、大きな災害であれば、それぞれの小学校等が避難
所になります。また、小学校の備蓄倉庫には、毛布、水、アル
ファ化米や簡易トイレの備蓄しています。なお、寝床につきま
しても、生野区では簡易ベッドとして民間事業者と段ボール
ベッド提供の協定を締結しています。

災害時にホテルなどが使えると聞いている。食料について
も食品メーカーと協定しているのかも教えてほしい。

生野区では「ファイブホテルOSAKA」と災害時における連
携協定を結んおり、災害時には、空き部屋を避難所として開
放いただけます。食料については、市内各所にある備蓄倉庫
には水や食糧を備蓄しており、運送業界とも提携を結んで、
必要な避難所へ配送されることになります。また、大阪市全
体で食品メーカーと協定を結んでいることから、災害時に飲
食料品などの物資の提供いただけることとになっています。

11/23と26に旧生野小学校で防災リーダーの防災訓練
が実施される。旧生野小学校は、跡地利用後も防災拠点
としてこのような訓練は続けていくのか。

　生野区西部地域の学校再編により閉校となった学校跡地
も、地域の重要な防災拠点であることに変わりはありませ
ん。事業者が学校跡地を活用するにあたり、引き続き避難
所としての使用や地域の防災訓練等が実施できるようにす
ることを条件としています。
　なお、生野小学校跡地については、来年度から事業者が
管理する予定ですが、今年度は区役所が管理していますの
で、今回、空いている施設を使用して、生野区全体の防災
リーダーの研修を実施するものです。

生野区の特徴（高齢化や多国籍）を踏まえて、多様なニー
ズに備えて、生野ならではの避難に必要なものなどのイ
メージをビジョンにしていってもらえたらよいのでは。

やさしい日本語やｉｐａｄを用いた多言語対応、指差し確認
ボードなどを活用した避難所における多言語対応のほか、
高齢者等で介護や障がい等により避難に支援が必要な方
に関しては個別避難計画の作成をすすめており、引き続き
生野区の地域特性を踏まえた支援を行ってまいります。

若い人へ自転車の無灯火・二人乗りへの注意喚起や左側
通行の徹底してほしい。

大阪は自転車の違反で講習を受ける人が一番多い。違反
講習を受けずにすむように大人向けの自転車マナーの講
習会や啓発周知が必要。

高校生や大学生の若い人がイヤホンをしながらやスマホ
を見ながら自転車に乗っていたり、通学路などをすごいス
ピードで走っているので、若い人への自転車の乗り方の啓
発があればと思う。

令和4年度生野区区政会議（第2回くらしの安全・安心部会）
　　主なご意見等（要約）と区の考え方、対応

避難場所や備蓄物資の配置など具体的な避難運営につい
ては地区防災計画などにより地域において決定いただくこ
とになりますが、区役所としてもそれら地域における防災活
動をしっかり支援してまいります。

自転車マナー向上に向けて、区内商店街のアーケードに大
きな吊り下げ型の啓発のぼりの掲出、自転車啓発のオリジ
ナル動画を作成し、区役所1階ロビーで放映やYouTubeで
配信するなど取り組んでいるところですが、引き続き地域や
生野警察署等と連携し、啓発に努めてまいります。



ご意見等（要約） 区の考え方、対応（要約）

歩行者用の信号が無いところも多いので、歩行者信号の
設置やカーブミラーの設置をしてほしい。

歩行者用信号やカーブミラーの設置にあたっては様々な条
件があるため、設置可能かどうかも含め、具体的な箇所を
特定いただければ、可能な限りとりうる安全対策について、
警察や本市関係機関とも連携して検討してまいります。

ヤングケアラーやこどもの貧困については家庭の事情が
ついてくる。単身世帯が増えていく時代背景もあり、学校も
なかなか介入できないし地域もかかわれない。民生や行
政がかかわってもらえたらと思う。

生野区では、すべてのこどもが笑顔で暮らせるようにみんな
で子育てできるまちをめざし令和2年3月に「生野区まちぐ
るみ子育て宣言」を行いました。
「つながりの中で子育てができるまち」「いろんな団体や企
業や個人の力を集めて生野で子育てする家庭を応援するま
ち」をめざしています。
まわりの人が気付き、声をかけ、手を差し伸べることで、ヤン
グケアラーが「自分は一人じゃない」「誰かに頼ってもいい
んだ」と思えるよう、行政、学校、団体、地域が、それぞれの
立場で、それぞれがつながり、関わることで、こどもが安心し
て暮らせて可能性を伸ばせるまちに向け、取組を進めてまい
ります。

ヤングケアラーは18歳くらいまでとイメージしやすいが、実
際には、働いているが家族の介護をしている。何らかのケ
アが働く上で必要。制限や制約あるいは進路就職選択へ
の影響も多大であるとも言われている。本人の支援もある
が、事業者の側が理解して受け入れていく環境を進めて
いくことが必要。貧困ともつながり深い。

一般的に18歳までがヤングケアラー、それ以上を若者ケア
ラーと称しています。(一般社団法人日本ケアラー連盟HP)
大阪市では国の動きに合わせ、ヤングケアラー支援をすす
めているところです。
なお、18歳以上の若者からくらしや就労のご相談があれ
ば、生活の困りごとや経済的なことなどについての悩みに寄
り添い、一緒に解決に向けたプランを作成し、安定した生活
へのサポートを行っている「くらしの相談窓口いくの」をご案
内しております。

貧困の連鎖を断ち切る支援は、こどもに対する支援が中
心になっている。親の貧困をどう解消していくのかの議論
が見られない。福祉という観点では弱いように思うので、
検討してもらえたらと思う。

厚生労働省が自治体に指示している「貧困の連鎖防止の
取組」では「生活困窮者の次世代支援」と「高齢や障がい
等により受入先がない矯正施設入所退所者の地域社会へ
の復帰支援」の2点を主な目的とし、「生活保護世帯などへ
の養育相談、学習支援等」と「矯正施設退所者等の地域社
会への定着支援」を「課題への対応」として取り組むことと
しています。
　ご意見を踏まえまして、2つの目的に共通の対象である
「生活困窮者等」の支援をビジョン本文中『◆施策展開の
方向性① 真に支援が必要な方や課題のあるすべての方へ
の隙間のない支援』で明記しております。

人権尊重・多文化共生で、外国人住民のサポートや環境
をよくしていこうとあるが、同時に日本語を母語とする人や
日本文化を母文化としている人々が、様々な背景を持って
いる市民と良い関係性を作っていくためには変化がなけ
ればいけない。マジョリティ側もどうかわっていくのかが求
められる。生野区は、長い歴史の中でマジョリティ側もいろ
んな背景を持つ人と付き合う力を蓄えていて、非常に進ん
でいると思っている。文化・母文化を強くして継承していく
であるとか、限界的な部分の課題を掘り出し検証していく
と言ったあたりがビジョンで見えてくればと思った。

人権尊重・多文化共生において、外国人住民だけでなく、日
本語を母語、日本文化を母文化とする大多数の住民の方々
への啓発も非常に重要なアプローチであると認識していま
す。ビジョンに掲げる「異和共生」の考え方のもと、様々な機
会をとらえて、周知啓発に取り組んでまいります。

面白いこと、おいしいこと、役に立つこと、ためになることな
ど、生野区の魅力を役所が個別に発信することは難しい
かもしれないが、何とか区の魅力を発信できないだろうか
と思う。

生野区のまちの特色を活かした魅力向上は区役所としても
重要な視点・アプローチと考えています。
また、そのためには、行政だけでなく地域住民の方々をはじ
め、企業や専門家の方々などさまざまな力が必要となってき
ます。
公民地域それぞれの持つ強みを活かして大きな力となるこ
とで、生野区のまちを効果的にプロモーションし、まちのブラ
ンディングへとつながっていきます。
2025年の大阪関西万博の開催を契機に、地域経済の活
性化を区政の柱のひとつとして、まちの魅力とにぎわいの創
出に取り組んでまいります。



開催日：令和5年6月13日（火）

開催場所：生野区役所　5階　502・５０３会議室

ご意見等（要約） 区の考え方、対応（要約）

生野区内一斉での防災訓練について、昨年の区政会議で提案させ
ていただいたが、この度、それが実現されることになったのは、大変
喜ばしいことかなと思う。それは感謝を申し上げる。ぜひ続けていっ
ていただきたいのと、皆さんに活動を認知してもらえるよう、広報等
周知活動を頑張ってほしい。

今年度から、新たに生野区内で一斉に防災訓練を行う「生野区災
害想定訓練」を実施することとなりました。この訓練は、大規模災害
時に備え、発災時間を設定し、避難所開設訓練等を実施するもの
で、　地域、行政、民間に参加いただき、生野区全体の防災力の向
上を図ることを目的として開催するもので、今後は毎年実施する予
定です。　開催に向けては、広く周知を行い、より多くの方々が参加
いただけるよう努めてまいります。

災害時における地域での自助・共助について、正直自分の住んで
いる地域で自助ができるのかという疑問がある。また、共助をするに
当たっても、どういった手順と仕組みでできるのかわからない。

地域のさまざまな危機事態に対応できる人材の確保については、若
い人がいないのが実情である。30代・40代の人がもう少し関わっ
てくれたら変わるのかなと感じるので、防災リーダーや防犯などに、
各町会から若い人を１人ぐらい出すというような仕組みになれば、も
う少し自助・共助の仕組みも精度が上がるのではないか。

防災訓練に集まるのは高齢者ばかり。若者は全然来ない。一時集
合場所に多くの高齢者が集まって、避難場所の小学校にも入りきら
ないこともあった。防災訓練をするだけでもすごく苦労がかかるうえ、
キャパシティを超えていたので、正直、防災機能が機能しているのか
疑問である。

防災訓練のときに、各地域の学校などで、そういうことに取り組みた
いような若者のボランティアを募るといいのではないか。

街頭犯罪防止について、高齢の方は比較的意識して注意している
ように感じる。ティッシュ配布やポストインなどによる啓発活動ができ
ているからだと思う。警察関係者には引き続き継続してもらいたいの
と、小学校とか中学校の子どもさんやお孫さんなどを通じて啓発活
動もできたら、なお相乗効果が見込めると思う。

小・中学生への防犯に関する啓発に関しましては、新学期に朝礼で
の啓発活動や小学校への防犯出前講座を実施しております。また、
子どもたちが楽しんで防犯意識を持ってもらえるよう防犯標語「おこ
のみやき」運動、ガチ☆メン大会も開催しております。
今後も引き続き、様々な啓発活動を通じて、子どもたちの防犯意識
向上を図ってまいります。

鶴橋包括の地域では、保健師、包括職員、民生委員、町会長、女性
部長が中心となって、熱中症予防のために高齢者に水配りをしてい
る。その際に安否や健康状態の確認ができるので、よい取組ではな
いかと思う。敬老の祝いの品を渡すときも、安否確認を兼ねて、町会
長、民生委員、女性部長が同行して1軒ずつ回っている。他の地域
でも広がればよいと思う。

各地域における、高齢者の方への見守り活動につきましては、各地
域で作成された名簿等を活用し、関係機関の連携のもと創意工夫
をこらして実施していただいております。引き続きの取組をお願いい
たします。

巽東地区約300メートルの直線道路には、小学校、中学校、わかば
高校、生野支援学校と４校がある。通学路であり、安心・安全面を考
えて、新生野中学校の正門前東側に防犯カメラの設置はしてもらっ
ているが、その他のところに防犯カメラの設置が可能なのか。

防犯カメラにつきましては、昨年度まで設置するということで、各連
合に１台ずつ設置したところです。今年度は一定維持管理という形
に変わっており、今後は大阪市全体でこれまでつけてきたカメラの
現状を調査し、どういった形でやっていくのかを検討していくこととな
ります。

令和5年度生野区区政会議（第1回くらしの安全・安心部会）
　　主なご意見等（要約）と区の考え方、対応

自助・共助について、日頃から災害時に備えてどのような準備をし
ておくことが自分自身の身の安全を守ることにつながるのかについ
て記載している「市民防災マニュアル」を昨年度に班回覧するととも
に各地域の集会所にも配架するなどし周知に努めており、今後も広
報紙等を通じてわかりやすく周知を行ってまいります。また、地域で
実施される防災訓練や、今年度初めて開催する「生野区災害想定
訓練」においても地域ごとに防災訓練を行っていただき、近所や地
域の方々と一丸となって助け合うために必要な行動を訓練する機会
になると考えています。
現在、防災リーダーの方々にご活躍いただいておりますが、早い段
階からの防災に対する意識を育て、地震・風水害に対する防災、減
災等への取組みに対し、自発的に活動する担い手を育成するため、
地域の中学生の防災意識の醸成と防災体制の強化、知識、技能の
向上をめざすことを目的として、今年度から中学生等を対象とした
「生野区ジュニア災害リーダー（通称JDL）」の取組を進めており、
若い世代の防災意識向上に努めております。



ご意見等（要約） 区の考え方、対応（要約）

百歳体操にしろ、食事サービスにしろ、どうしても人数に制限があ
り、来る人も限られる。どこででも誰でもできるスポーツ、みんなが参
加できるような健康づくりみたいなのがあればいいと思う。

健康意識の向上について、コミュニティに入られない方々にどうやっ
て情報を伝達していくのかのほうが重要じゃないのかとすごく感じて
いるので、防犯とも併せて、健康状態の確認だったりとかも一緒に
安否確認とできたら、なおいいのでは。

地域福祉の分野で、公的サービスでは解決できない課題について
は、ファミサポの方々にも協力してもらいながら子どもたちの様子を
公的機関につなげていくとか、ボランティアの方々に高齢者の方々
の様子を報告してもらえるような仕組みを作っていけるといいのでは
ないか。

地域において見守り活動をしていただいている中で、気になる方が
おられた場合には、区役所や区社協の見守り相談室などへ情報提
供していただきましたら、関係機関と連携を図りながら、必要な支援
を行っているところです。

地域福祉関係の支援ネットワークを見える化すると、30代、40代の
若い世代の人も活用しやすくなるのかなと思う。啓発活動と併せて、
こういった取組をしているというのを、もう少しデジタルで情報提供
してもらえるとうれしい。

区役所や区社協の取組みにつきましては、広報紙やホームページに
掲載するなどの啓発も行っております。今後は、ＳＮＳの活用も含め、
より効果的な啓発活動に努めてまいります。

スリーアイズは障害者も高齢者、子どもも皆関係なくできるスポーツ
で、これを中心に推進していってスポーツを通じて、どんな人たちが
いるのか、とりあえず顔見知りになってから、支援ネットワーク等々の
次の段階として組み上げていったらいいのではないかと思う。

生野区におきましては、毎年区民スリーアイズ大会を開催しておりま
す。開催に伴い、区役所としましては、広報紙やチラシ・ポスター等に
より広報に努めております。またスリーアイズ大会以外のスポーツイ
ベントにおいても、障がいのある方をはじめ様々な方が参加しやすい
イベントとなるよう取り組んでいるところです。
今後につきましても、より広く区民の皆様にご参加いただけるよう、
関係団体と連携し、広報を行うなど取組を進めてまいります。

生野区の中でも、町のクリニックで積極的に年数回程度、いろんな
検査をしていると、そういうところも、健診の受診率の低いということ
もあるのかなと思う。

受診率の向上に向けては、検診の必要性をお伝えできるよう広報す
るとともに、受付時間の延長や、土日に開催する総合がん検診の回
数増加など、定員や実施回数を増やし、多くの区民の方に受診して
いただけるよう取り組んでまいります。

社協及び地域包括センターの職員が配っていたが、高齢者向けの
生活支援サービス情報の冊子があり、項目別に、住所、電話番号と
サービス内容も入って、非常に端的な資料で、見やすい資料だなと
思った。こういったいい資料ができているので、できればそれぞれの
町会の役員さん宛てに、19連合の役員さんに配付をぜひしていた
だければと思う。

令和５年２月に生野区社会福祉協議会が生活支援体制整備事業
の取組みとして、高齢者の方の暮らしに役立つ情報をまとめた「生
活支援サービス情報」の冊子を作成いたしました。関係機関等に配
布し、高齢者支援にご活用いただいております。ご意見は区社協に
お伝えさせていただきました。
なお、冊子は、区社協や区民センターに設置をするほか、区社協の
ホームページ（＞生活支援コーディネーター）でもご覧いただけます
ので、ぜひご活用ください。

外国人住民向けの包括支援ネットワークのようなものがあればいい
と思う。日本の文化や地域のルールなどを伝えやすくなると思う。

外国人住民にとって、日本の文化や地域特性について知る機会が
あれば、より暮らしやすくなると考えられることから、地域住民の方々
との相互理解を図りながら、支援につながるように進めてまいりま
す。

多言語で、町内会とはこんなものと案内できるようなものがあれば
いいと思う。それを区役所のホームページに掲示したり、ダウンロー
ドして置いていてもらえると、各町会の皆さんもそれを出してお知ら
せできるのではと感じた。

外国人住民にとって必要な情報は、防災をはじめ、ごみのマナーな
ど、多言語化、そしてやさしい日本語により発信しておりますが、町
会についての案内についても、同じく発信できるようにしてまいりま
す。

日本語学校に通っている人たちに、地域のイベントを手伝ってもらう
形でで参加してもらい、相互理解から始めていけるといいと思う。顔
を知っていることで、お互いに協力体制が構築できると思う。

生野区内においては多くの日本語学校があり、一部の地域では地
域の取り組みに日本語学校の生徒が参加している事例も出てきて
います。地域のご理解を得ながら交流を促進するようまちづくりセン
ターと連携してまいります。

誰もが参加できるイベントとしまして、今年度「いくの健康・食育フェ
ア」を開催し、「大腸がんのクイズラリー」等にて、がん検診の受診啓
発及び区民の健康づくりに取り組んでまいります。
また、健康意識の向上については、広報紙での健康通信及び各種
検診情報の掲載、ホームページやツイッターでの啓発、区役所での
庁内放送、中学生保護者等への啓発チラシの配布、郵便局等への
チラシの配架等取り組んでおります。健康情報媒体については、地
域の特色を反映させ、対象者の年代や特性に対応するよう、より効
果的な情報発信に努めてまいります。



ご意見等（要約） 区の考え方、対応（要約）

災害時避難所の案内について、日本語、韓国語、中国語以外の言
語もあったらいいと思う。防災の多文化対応とか多言語対応を考え
ていかなければいけない。

web版ハザードマップ、くらしの便利帳等防災にかかる情報につい
て多言語対応で周知を行っていますが、今後も多言語対応ついて
改善・拡充に努めてまいります。
また、各避難所に配備しています「避難所開設キット」内に多言語案
内指さしボード（５か国語）を配置するとともに、このボードを使用し
て本年6月25日、7月2日に開催しました防災リーダー研修で大阪
国際交流センターの協力のもと、外国人住民の方の避難所受付訓
練を実施したところです。

日本語を母語としていたり、日本文化を母文化としているような住
民がやさしい日本語について学んで習熟していくような機会が増え
ていくといいのかなと思う。行政情報だけではなく、地域情報を、どう
いうふうにやさしい日本語だったり、多言語化していくかいうところ
を、行政の側でも何かできないか検討いただければと思う。

やさしい日本語は、いただいたご意見のとおり、外国人住民だけで
なく、誰もが相手を思いやる気持ちでもってコミュニケーションする
言葉です。当区としましても、「やさしい日本語からつながろう」と称
して、区民の方々へのやさしい日本語の普及に努めております。そう
することで、行政情報だけでなく、地域住民の方も含めてみなさんが
やさしい日本語による情報を広く発信できるように進めてまいりま
す。


